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No. Isomer No. Isomer
1 4’OH-93CB 1 4 OH-134CB
2 2 OH-109CB 2 4’OH-165CB
3 3 OH-119CB
4 3 OH-84CB
5 3 OH-113CB 4 3’OH-138CB
6 4’OH-86CB
7 4’OH-107CB
8 3 OH-110CB
9 4 OH-97CB

▼：Identified peak (RT matched to the standard)
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誘導体化GC/MS法を用いた生体試料中のOH-PCBs分析
○羽賀雄紀1，鈴木元治2，奥野俊博1， 矢本善也3

，鶴川正寛
1， 松村千里1，英保次郎1，井上嘉則4，中野武5

（1(財)ひょうご環境創造協会 兵庫県環境研究センター, 2神戸大学, 3関西大学 , 4日本フィルコン, 5大阪大学 ）

【背 景】

水酸化ポリ塩化ビフェニル（OH-PCBs)は、甲状腺ホルモンや女性ホルモンなどの作用に影響を与えることから内分泌攪乱物質のひとつと考えられている1)。OH-
PCBsの環境汚染については，これまでに環境水，大気，底質及び生物などを対象に調査されており，それら全てからOH-PCBsが検出されている2,3) 。ヒト試料
では，主に血液中のOH-PCBsが測定されており，特定の異性体が検出されている。本研究では，ヒト尿試料を対象とした測定方法の検討を行い，一般男性にお
けるヒト尿中のOH-PCBsレベルを測定したので，その結果を報告する。

結果と考察

○○サンプリングサンプリング
尿：60才代男性から採取

○○分析方法分析方法

【方 法】

（１－１）尿中の（１－１）尿中のOHOH--PCBsPCBsの同族体別濃度の同族体別濃度

・（1-1）に示すように、 OH-PCBsの濃度に約10倍の差があったため，食事等からの暴露も検討する必要がある。

・尿中からは5塩素体と6塩素体のOH-PCBsが多く検出されることが認められた。

・同サンプル提供者の尿・血液の結果について別途報告する予定であるが4)，尿と血液中のOH-PCBs濃度の相関関係を調査することで，より詳細に生体内の挙動が明らかになる
ことが期待できる。
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ClnClm

OH

(m+n=1~9)
Hydroxylated Polychlorinated Biphenyls (OH-PCBs)

－測定条件－

温度290℃,注入量 2μL, 
キャリアーガス流量1.2mL/min

Injection

HT8-PCB
(内径0.25mm, 長さ60m, 膜厚0.25μm)

Column

130℃(1min)→20℃/min→210℃→
2℃/min→285℃→30 ℃/min→330℃

Oven

6890N (Agilent Technologies)GC

280℃Interface 
Temperature

280℃Ion source
Temperature

EI（イオン化エネルギー38eV,
イオン化電流400μA）

Ionaization

JMS-800D (JEOL)MS
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（１－２）尿中の（１－２）尿中のOHOH--PCBsPCBsの同族体分布の同族体分布

（２）尿中の（２）尿中のOHOH--PeCBsPeCBsととOHOH--HxCBsHxCBsのクロマトグラムのクロマトグラム

5塩素体は3 OH-110CBが，6塩素体は4 OH-146CB/3 OH-153CBと3’ OH-138CBが主に検出されたが，同定できてい
ない異性体も残っている。

尿中からは5塩素体と6塩素体のOH-PCBsが多く検出されることが認められた。これまでに当センターや先山らが報告し
た環境試料では、大気と古紙再生工場周辺では1,2塩素体が2) ，底質では3～5塩素体のOH-PCBsが多く含まれ3)，環
境中と生体中では同族体組成が違うことがわかった。

尿 150~200ml

add surrogate（Wellington社製）

溶出

0.1%アンモニア/メタノール

濃縮（0.5～1ml）

N2ガス吹付け

グルクロン酸抱合体及び
硫酸抱合体の分解

β-glucuronidase/arylsulfatase

（37℃ for 1.5h ）インキュベーション

N2ガス吹付け

HRGC/HRMS

濃縮（0.1ml）

ジクロロメタン 溶出

濾過（Filter paper 5A）
add 0.02M リン酸緩衝液 (pH:4) 

add 10% 蟻酸/水 (pH:4) 

RP-WAXに通液

誘導体化(MeO化)

硫酸ジメチル

3N 水酸化カリウム/エタノール（10%含水）

ヘキサン×2回

add 0.02M リン酸緩衝液 (pH:7) 

遠心分離（2600rpm×10min)

クリーンアップ

SEP-PAK Plus Florisil Cartridge

アルカリ分解

抽出

5%塩化ナトリウム/水

5%ジエチルエーテル/ヘキサン

－前処理－

add sys

No. Isomer
1 2 OH-109CB
2 3 OH-119CB
3 3 OH-84CB
4 3 OH-113CB
5 4’OH-86CB
6 4’OH-107CB
7 3 OH-110CB
8 4 OH-97CB

OH-PeCB
No. Isomer
1 4 OH-134CB
2 4’OH-165CB

4 3’OH-138CB

OH-HxCB

3
4 OH-146CB/
3 OH-153CB

Chromatogram of  OH-HxCBsChromatogram of OH-PeCBs

OH-6Cl / Average(2011.3.14)
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